
【研究論文】

南 オース トラ リア州 のSACSAの 基本的 な構想 に関す る一考察

「社会 と環境」の領域に焦点をあてて

木村 裕

1.は じめに

本稿 の 目的 は、 オー ス トラ リア連 邦の 南オ ース トラ

リア州 にお い て作成 され た 「南 オー ス トラ リア州の カ

リキュ ラム、ス タンダー ド、アカ ウンタ ビ リテ ィ(South

AustralianCurciculum,StandardsandAccountability:以 下 、

SACSA)」1の 基 本 的 な構 想 を、 主 に 「社 会 と環 境

(SocietyandEnvironment)」 の学 習領域 に焦 点 をあ て

て検討 す る ことで ある。SACSAは 、2001年 に公布 さ

れ、今 日の 南オ ー ス トラ リア州 にお け る初等 ・中等 学

校 のカ リキュ ラム を強 く規 定す る枠 組 み とな ってい る。

SACSAに 注 昌す るのは、主に以 下 の2つ の理 由か ら

で ある。1つ 目は、 このSACSAが 、南 オー ス トラ リ

ア州の 学校教 育 の場 にお ける教育活 動 を考 え る際 に、

必ず考慮 すべ き枠 組み で ある とい う点 であ る。 す なわ

ち、教育 活動 を構想 す る際 には、 それ をSACSAと い

かに関 わ らせ な が ら学校 教育 の 中に位 置 づ け、実践 し

てい くのか が重要 な課題 とな って い る。2つ 目は、 各

学習領域 にお け る発 達段 階 に応 じた具体 的 目標 と、 そ

こに到達 した か ど うか を評価 す るための ス タンダー ド

が示 され てい るとい う点 で ある。本 論 で詳 しく述べ る

よ うに、SACSAで は具体的 目標 とス タ ンダー ドを示す

こ とに よって 、すべ ての 子 どもた ちに、 一定 の力を身

にっ け させ るこ とをめ ざ して い る。 こ うした発 想は 、

国 として一定 レベル の教 育成果 の達成 をめ ざす とい う

オ ース トラ リアの教 育改革 を象 徴す る動 きの1つ と し

て注 目す べ きもの であ る。 しか しな が ら、そ の具体像

を詳 しく検 討 した先 行研究 は、管 見の 限 り見 られ ない。

こ うした理 由 か ら、本稿 では、SACSAの 基本 的 な構 想

につ いて検 討す る とい う課題 に迫 りたい。

そ のた めに 、以下 の流れ に沿 って検討 を進 める。 ま

ず、SACSAの 概 要 を示す。 具体 的に は、SACSAが 作

成 され た背 景 、SACSAの 理 念、 そ して、SACSAの 枠

組 み にお い て示 され て い る、 学校 教育全体 を通 して学

習者 に身 につ け させ た い力 であ るエ ッセ ン シャル ・ラ

ー ニ ング(EssentialLeamings)の 内容 を概観 す る
。

続 い て 、 「社 会 と環 境 」の領 域 に焦 点 を あてて 、そ

の基 本的 な構想 につ い て検 討す る。 具体的 には、教 育

目的 、 スコー プ、 スタ ンダー ドについて概 観す る。

以 上 を踏 まえて、最後 に、SACSAの 構 想 がオー ス ト

ラ リアの学 校教 育 に とって どの よ うな意義 を持 ってい

るの か、 また 、今 後乗 り越 え てゆ くべ き課題 とは何 か

につ いて考 察す る。

2.SACSAの 概 要

本章 では 、南 オー ス トラ リア州 にお いてSACSAが

作成 された背 景 、理念 、お よびエ ッセ ンシ ャル ・ラー

ニ ングの内 容 を概観 す る。

(1)SACSA作 成 の背 景

オー ス トラ リア連 邦 は、6つ の州 と2つ の 政府 直轄

領 か ら成 る。1901年 の独 立以 来 、各州 ・直轄領 の 自治

権 が強 いオー ス トラ リア連邦 にお いて は、初 等 ・中等

教育 は各 州 ・直轄領 が統 括 してお り、高 等教 育は連 邦

政府 が統 括 してい る。 そのた め、 各州 ・直轄領 ではそ

れ ぞれ が独 自の教育 制度 を定 め、 実施 して きた。 しか

しなが ら1980年 代 に入 り、経 済の 分野 を中心 に国際競

争力 をつ け る必 要性 が 高ま る中で 、教育 に よる人材 育

成 が鍵 を握 る との認識 がオー ス トラ リア 国内 にお いて

も広 が った。 それ に伴 い 、国家 レベ ルで教 育水準 を高

める ことを主 な 目的 と して、 ナシ ョナル ・カ リキュ ラ

ム策 定の必 要性 が議論 され るよ うにな った。

こ う した認識 の高 ま りを背景 に 、1989年 にオー ス ト

ラ リア教育 審議 会(AustralianEducationCouncil)の 第

60回 会議 で採択 され た 「学校 教 育 に関す るホバー ト宣
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言(theHobartDeclarationonSchooling)」(以 下、 「ホバ

ー ト宣言」)に おい て、ナ シ ョナ ル ・カ リキュ ラム開発

の基本 理念 であ る 「オ ース トラ リアの学校 教 育の共 通

で合意 され た国家 目標(CommonandAgreedNationaI

GoalsforSchoolinginAustralia)」 が掲 げ られ た。これ を

受 け て、1991年 の第64回 オー ス トラ リア教育 審議 会

におい て、ナ シ ョナル ・カ リキュ ラム開発 の対 象 と し

て 「英 語」 「算 数 ・数学 」 「科 学」 「社 会 と環境 の学習

(StudiesofSocietyandEnvironment)」 「科学 技術 」 「芸

術 」 「健康 と身 体の教 育」 「英語 以外 の言語 」 の8つ の

教 育領域 が設 定 された。 さらに、1994年 ま でに 各領 域

に 関す るステイ トメン ト(Statem。nt)と カ リキュ ラム ・

プ ロ ファイル(CurriculumProSle)が 作成 され た。 ス

テ イ トメン トは各 領域 で扱 うべ き学習領 域 と各 学校 段

階 に対応 した学習 レベ ル を示 した 文書 で あ り、 カ リキ

ュ ラム ・プ ロ ファイル は授業 後の 子 ど もた ちの標準 的

到 達水 準 を示 した文書 で ある。佐藤 によれば 、 両者 は

教 育課 程の 内容 と成 果 とい う観点 か ら相 互 に関連 して

い る2。 国家 目標 お よび ス テイ トメ ン トとカ リキ ュ ラ

ム ・プ ロファイル の策定 によって 、各州 ・直 轄領 にお

け る教 育に は一定 の方 向性 が示 され る とともに 、その

国家 目標 を達成 す るこ とが求 め られ るこ ととな った。

こ うす ることで、 国家 レベル での教 育水 準の 引 き上 げ

がめ ざ された ので ある。 しか しな が ら、 この ステイ ト

メ ン トおよび カ リキュ ラム ・プ ロフ ァイル は法 的拘 束

力 を持 つ もの では なか ったた め、初 等 ・中等教 育に対

しては依 然 と して各州 ・直轄領 が 自治権 を有 してお り、

国 家 目標 を意識 しっ つ も、独 自の教 育制度 を定 め る と

い う状況 が続 いてい た。

その後 、ホバ ー ト宣言 を改定 した もの として 、1999

年 に 「アデ レー ド宣言:21世 紀 にお け る学校 教 育に 関

す る 国家 目標(TheAdelaideDeclarationonNational

GoalsforSchoolingintheTwenty-FirstCentury)」(以 下、

「アデ レー ド宣言」)が 出 された。そ こでは、基礎 学力

や シテ ィズ ンシ ップ の育成 な どに力 を入れ るべ き こと

が示 され る と ともに、そ の成 果 を 目に見 えるか たち で

示す こ とが強調 され た。 それ に伴 って、教 育に 関す る

国家 目標 を達成 す るため に、各州 ・直轄領 でス タン ダ

ー ドの 開発や 学 習内容 の具 体化 な どの作業 が進 め られ

た。 そ の成果 として南 オ ース トラ リア州で ま とめ られ

た のが、本稿 で取 り上 げ るSACSAで ある。

(2)SACSAの 理 念

SACSAは 、学 校教 育全 体 を通 して学習者 に身にっ け

させ たい カ と、各学 習領域 にお ける発 達段 階 に応 じた

到 達 目標 、そ して そ こに到 達 した か ど うか を評 価す る

ための スタ ンダー ドか ら成 ってい る。 そ の根底 には、

今 日では 新た な知識 の獲得 だ けで は もはや 十分 ではな

くな り、情 報の選 択 と分析 を行 った り、様 々 な知識 を

批判 的 に理 解 した りす るな どの、知識 を管 理す る能力

を持 っ こ とが重 要 とな って きた とい う認識 が ある3。

こ うした認識 の も とに作成 され たSACSAで は、す

べ ての子 どもが 、

● 倫 理的 かつ社 会 的 に責任 のあ る社 会 の一員 であ

り、 自身 の、そ して集 団 のアイデ ンテ ィテ ィに

対す る強 い感 覚 を持 ち、他者 の アイデ ンテ ィテ

ィを尊 重す る。

● 決 定 に対 して よ く考 え、責任 を持 つ とともに、

関係 を持 ち、ア イデ ィア を提 起 し、革新 的 な問

題 解決 を行 う。

● 礼 儀正 しい個 人 間の関係 を構 築す る と ともに、

ローカル な コ ミュニテ ィや グ ローバ ル な コミュ

ニ テ ィにおい て、活 動的 な役割 を果 たす。

● 遺 産 を尊 重 しなが ら、起 こ りうる未 来 に貢献 し、

それ を形 づ く る。

● リテ ラシーや ニ ュー メラシー 、情報 通信技 術

(ICT)の 力 と可能性 を利用 す る、優 れ た情 報伝

達者 で ある。

とい う特徴 を持 つ市 民かつ 生涯 学習者 に なる こ とが め

ざされ てい る4。

SACSAで は 、 「アデ レー ド宣 言」 を受 けて、8つ の

学習領 域(「 芸術 」 「デ ザイ ンと科学技術 」 「英語 」 「健

康 と身体 の教育 」 「言 語」 「算数 ・数学」 「科 学」 「社 会

と環 境」)を 設 定 してい る5。そ して、子 どもの学習 を

継続 的 にモ ニ タ リングす るこ とに よって、す べ ての子

どもの学習成 果 を保証 す るこ とがめ ざ され てい る。 そ

のた めに、 学校教 育全 体 を通 して学習者 に身 にっ け さ

せた い力 を 「エ ッセ ンシ ャル ・ラーニ ン グ」 とい うか

た ちで示 してい る。

た だ し、SACSAの 枠組 み は、規 定 され た一 連 の知 識

を示 してい るわ けで もな けれ ば 、特定 の教授 方法 の採

用 を求 めて い るわ けで もな い6。す なわ ちそ こでは 、学
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校教育 を考 え る際 に考慮す べ きポイ ン トを示す こ とに

とどま り、 それ らを考慮 しなが ら・各学 校 ・各教師 が

具体的 なカ リキュ ラムや 授業 づ く りを行 うこ とが想 定

され てい るので あ る。

(3)SACSAに お ける エ ッセ ンシャル ・ラーニ ング

エ ッセ ンシ ャル ・ラー ニ ング とは、全学習 領域を通

して発 達 させ られ 、誕 生 か ら第12学 年 、そ してそれ以

上の年 齢の 子 どもた ちの学 習 に不 可欠 な部分 を形成 す

るた めの理解 や デ ィスポ ジシ ョン 、能 力で あ るとされ

【表1:SACSAに お けるエ ッセ ンシ ャル ・ラー ニ ング の具体 的内容 】
一

工 ・セ ン シ ヤル ・ラー ニ ング[エ ・セ ンシ ヤ ル ・ラー ニ ン グ の様相

一 未来

扉 しい未来 を創造する際に、機会 を最大限にするために求

め られ る知識やスキル、デ ィスポジシ ョン とは何 か?

学習者が発達 させ るのは、
・ 望 ま しい未来 の創 造に活動的 に貢献す るための 自身の

能力に関す る楽観 主義の感覚
・ 望ま しい未来 を形 づ くるた めに、批判的に振 り返 り、計

画 し、行動 を起 こすための能力

そこに含 まれ るのは、
・ 諸システムのパ ター ンと関連についての理解

・ 未来 の挑 戦につ いて分析す るときの、世界の見方

についての理解
・ 望 ま しい未来の シナ リオの作成

・ 生涯 学習 の実施

一
アイ デ ンテ ィテ ィ

一

自己のアイデンテ ィティや グループのアイデンテ ィテ ィ、そ

してそれ らの関係 を批判的 に理解す るために求 められ る知識 そこに含 まれ るのは、

やスキル、デ ィスポジションとは何か? ・ 自身や グループ 、他人についての理解

学習者が発達 させ るのは、
・ アイデ ンテ ィテ ィの社会的構築についての理解

・ 個人や グル ープのアイデ ンテ ィテ ィに対す る感覚 ・ 他 者 と、そ の ア イ デ ン テ ィテ ィに 関係 な く、効果

・ 批判 的に振 り返 り、計画 し、行動を起 こして関係 を形づ 的 に関係 を構築 した り協働 した りす ること

くる ことに貢献す るための能力

相互依存
生活 と関連づ け られ てい る諸システムを批判的 に理解 し、そ そ こに含 まれ るのは、

れ らを形づ くる際 に積極的に参加するために必要 とされ る知
・ 文 化 的 な 関 連 や グ ロー バル な 関連 、パ ター ン、展

識やスキル 、デ ィスポジシ ョン とは何か? 開についての理解

学習者 が発達 させ るのは、 ・ 持続 可能 な社 会 的環境や物 理的環境 に とって必

・ 世界 と関係 しているとい う感 覚 要 となるものについての理解
・ ロー カ ル な コ ミ ュニ テ ィや グ ロー バ ル な コ ミュ ニ テ ィ ・ 合意 された結果の達成に向けた、協働 的な行動

を形 づ くるために、批判的 に振 り返 り、計画 し、行動を ・ コ ミ ュニ テ ィに 利 益 を もた らす よ うな 、市 民 と し

起こす こ とに貢献す るための能力 てふ さわ しい行動 をとるこ と

思考
ある特 定の心 の傾 向(habitsofmind)を 発達 させ、創 造 と革

新を行 い、解決策 を生むために求め られ る知識や スキル、デ

ィスポジシ ョンとは何か?

学習者 が発達 させ るのは、
・ 創造性や機知 、冒険心(enterprise)の 持つカの感覚
・ アイデ ィア と解決策 を批判 的に評価 し、計画 し、生み出

すための能力

そ こに含まれるのは、
・ 広範な思考モデルの利用

・ 広範な時代や文化か ら得 られ る考え方の利用

・ 冒険的な性質を示す こと

・ 現代的諸課題 に対する、冒険的で創造的 な解決法
への着手

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン

意味 を構 成 した り解 体 した り、 コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの 力 や コ

ミュ ニケ ー シ ョンテ ク ノ ロジ ー を批 判 的 に理 解 す る た め に求

め られ る知 識 や ス キル 、デ ィ ス ポ ジシ ョン とは何 か?

学習 者 が 発 達 させ るの は 、
・ リテ ラ シー や ニ ュー メラ シー 、ICTの 持 つ 力 と可能 性 に

関す る感 覚
・ リテ ラ シー や ニ ュー メラ シー 、ICTの 強 力 な 使用 を通 し

て 、現 在 や 未 来 を批 判 的 に振 り返 り、形 づ くる た め の能

力

そ こに 含 ま れ る の は 、

・ 言語 や デ ー タの持 つ 複雑 さや 力 、そ して そ れ らが

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン に お い て 持 っ て い る 枢 要 な

(pivotaD役 割 に つ い て の理 解
・ コ ミュ ニ ケ ー シ ョン が ど の よ うに 作 用 す るの か

に つ い て の 理解

・ 言語 や 数 学 的 な ツ ール 、ICTの ツー ル の 効 果的 な

使 用
・ 同 定 され た結 果 を 達成 す る ため の 、広 範 な コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン形 態 の利 用

(表 は 、SouthAustralia(DepartmentofEducation,TrainingandEmployment),SouthAustralianCurriculum,Standardsand

AccountabilityFramework,DETEPublishing,Australia,zoos,p.5を 筆 者 が 訳 出)
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てい る。 そ してそれ らは、 生涯 を通 して要求 され 、思

慮 深 く、活 動的 で、責 任感 が あ り、 明確 な社 会意識 を

持 った、 ローカル 、ナ シ ョナル、 そ して グローバ ルな

市 民 として、変化 の時 代 に生 産的 に関 わ るこ とを可能

にす るよ うな力量 であ る とされ てい る7。その具 体的 な

内容 は、表1に 示 した とお りで ある。

表1か ら分か る よ うに、エ ッセ ンシ ャル ・ラーニ ン

グの 獲得を通 して 、望 ま しい未 来 の創造 に積極 的 に関

わ るこ との でき る人 間 の育成 がめ ざ され てい る。そ し

てそ のため には、 自他 につい ての理 解 を深 め る こと、

自他 とまわ りの社会や 自然な どとの関わ りを知 るこ と、

直面す る諸 課題 につ いて 多角的 かつ批 判的 に考 え、他

者 と協力 して その解決 に 取 り組 む こ と、様 々な ツール

を用い て他 者 との コ ミュニケー シ ョンをは か るこ とな

どが重要 であ る と考 え られ てい る。つ ま り、 こ うした

力量 を身 につ け るこ とで 、 ロー カル 、ナ シ ョナ ル、 グ

ロー バル な市民 とな る こ とが想 定 され てい ると言え る。

3.「 社 会 と環境 」の領 域 に見 られ る評 価計 画

SACSAで はエ ッセ ンシ ャル ・ラーニ ン グの獲得 を達

成す るた めに、各 学習領 域 につい て、獲 得す べ き力 量

の中身 と、 そ こへ の到 達 を判 定す るた めの スタ ンダー

ドが示 され てい る。ここでは 、 「社会 と環境 」の領 域 に

焦点 をあて て、そ の具体像 を明 らかにす る。

(1)身 に つけ させ るぺ き力の 具体 的内容

「社会 と環境 」 を通 した学習 の究極 的 な 目的は、子

どもた ちが、 グ ロー バル な コ ミュニ テ ィの中 にあ る民

主的 な社会 にお いて 、倫理 的で 、活動 的 で、知識 を持

った 市民(informedcitizens)と して、広 範 な方法 で参

【表2;「 社会と環境」の学習領域において子どもたちに獲得させるべき力の具体的内容】

し 知

く 識

評 ・

・ローカルな、ナシ ョナル な、そ して グローバル な社会、長 い時間 をか けて変化 しつつある環境 、そ して(自

然 、社会文化、経済 、法律、政治)シ ステムについて。
・環境 と社 会 との間にあ る相互作用の性 質、原因 と結果 、環境 と社会 との相互依存 について。

価理 ・社会の中に存在す る権力 、権力関係 、不平等 、そ して富の分配について。
す 解
る ・
力 正

・文化的多様性 、社会的結 束、人 々が持 ってい る様々なパー スペ クテ ィブについて(長 い時間 をかけてこれ

らは発達 し、変 わってい くとい うこ とを認 めなが ら)。
・新 た な 知識 や 技術 、人 口構 図(demogaphicpatterns)が 生 まれ る こ とに よっ て 出現 す る新 た な職 業 に つ いて 。
・社 会 の 批 判 的 な 探 究一 歴 史的 文 脈

、 分布 様 式 と空 間 的 関係(spatialpatternsandrelationships)、 社 会 的 ・文

化的な相互作用 と関係、そ して社 会システムに関する調査 と熟考 を行 うスキル。
・環境 観 測 、 フ ィー ル ドワー ク 、価 値 判 断(appraisal)、 分析 と行 動 を行 うスキ ル。

ス
・過 去、現在 、未来の文脈 か ら、様 々なパー スペ クテ ィブ を建設的に批判す るためのスキル。

キ ・行 動を計画 し、実践するために、代案 を評価 し、意思決定 を行い、協働的な努力を行 うための スキル。
ル ・個 人的な機会 、仕事上 の機会、そ して コミュニティが持っている機 会を見つ けてそれ らを生か し始め ると

ともに、それ らを管理す るためのスキル。
・職 業や教育 、訓練、そ してその他 の活動に関する未来のチャンスに備 えて、人 々と環境 との建設的かつ肯

定的な相互作用 を行 うためのスキル。

るす価
た る値
め諸観

難

・様 々な決定や行動
、関係 が暗示す るもの を理解 し、評価する能力。

・民主主義のプ ロセスや社会的公 正
、環境 の持続 可能性の中に、明 に暗 に見 られ る価値観 や態度 を批判 的に

検 証 し、明確にする能力。
・人 々の持つ多様なパースペクテ ィブや文化 的 ・歴史的背景を尊重 し、高く評価す るとともに、平和的な関

係 に向けて活動す る能力。
・偏見や人種差別、性 差別 、差別やステ レオタイプ化な どを認識 し、立 ち向か う能 力。

検に
討関
す係

・そ うな る で あ ろ う未 来 、起 こ り うる未 来 、そ して 望 ま しい未 来(probable,possibleandpreferredfuture)に つ

い て考 察 し 、そ の代 案 を想 像 ・評 価 す る と とも に 、現 在 と未 来 に影 響 を与 え るた め に 自身 が 持 っ て い る 能

力 を経 験 的 に 知 り、 正 当 に評 価 す る能 力。

け あ 社
た る 会
能 行 的
力 動 に

・す べ て の 生 物 に よっ て 共 有 され て い る相 互依 存 の生 物 圏 と、 グ ロー バ ル な関 連 が 増 え つ つ あ る ロー カル な

社 会 政 治 学 的 な経 済(10ca且sociopoliticaleconomy)に お い て 生 活す る とい うこ とへ の認 識 を高 め た結 果 と し

て 、社 会 的 に 責 任 あ る行 動 を と る能 力。

に 責
・積極的な市民は どのよ うに して身 のまわ りの世界の改善に貢献 しうるのか

、 とい うこ とに関する社会 的 ・

向 任 環境的な認 識 と気づきを学習者が発達 させ るこ とと並行 して、社会的に責任 ある行動 をとる能力。

(表 は ・S・u止A・ 甜 ・li・(DepaRm・nt・fEducation
,T・ai・i・gandEmpl・ 抑 ・nt),s・uthAustralianCurriculum,Sta・d・rdsand

AccountabilityFR,9MEWORK:Early}'earsBand(Birthto}'ear2)
,DETEPublishing,Australia,2001,pp,289・290を 筆 者 が 訳 出)
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加す るの を可能 にす る よ うな知識 や技能 ・価 値観 を発

達させ る こ とで ある8。そ して この究極 的 な 目的 を達成

するた めに・ 「社会 と環境 」の学習領域 におい てすべ て

の子 どもた ちに獲得 させ るべ き力 が、 「知 識 ・理 解 ・正

しく評価 す る力(appreciation)」 「ス キル 」 「価値 観 と態

度 に関係す る諸 問題 を検討 す るため の能 力 」 「社 会 的

に責任 ある行動 に 向けた能 力」 に分類 して挙 げ られ て

いる9。表2は 、その 具体的 な内容 を示 した もの であ る。

表2を 見てみ ると、まず 、社 会や環 境 、諸 システ ム、

それ らの相 互依 存 関係 、権 力関係 や不 平等 の状況 、多

様性 な どについ て理解 し、 知識 を持つ ことが めざ され

てい る ことが分 か る。 また 、諸問題 につ い て多角的 か

っ批判 的に検 討 し、他者 と協 働 しなが らそ の解決 に向

けて取 り組 んで い くた めの ス キル を獲得 す る ことがめ

ざされ てい る。 その際 、特 に、 自他 の価 値観 やパー ス

ペ クテ ィブ を尊重 す る とともにそれ らを批判 的に検 討

す るこ とや 、社 会 的に責任 ある行動 を と るこ とが重視

されて いる こ とも分か る。 こ う した 力 を身 にっ け るこ

とに よって、 先述 のエ ッセ ンシャル ・ラーニ ング と し

て示 され てい る力 の獲得 にっ なげ てい くこ とがめ ざさ

れてい るので あ る。

(2)r社 会 と環 境」の 領域 のス コー プとス タ ンダー ド

先 述 した 目的 を達成 す るた めに、SACSAで は 「社 会

と環境 」の学習 領域 の中 に、 「時間 、継 続性 、変化 」 「場

所、空 間、環 境」 「社 会 と文 化」 「社 会 シス テム」 とい

う4つ のス トラン ド(strands:就 学 前か ら第12学 年 ま

での学 習領域 に 関す るス コー プ とス タンダー ドのた め

の、概 念 上の形成 体(conceptua且organisers))を 設定 し

てお り、各学 校 は これ らに したが って教 育活 動 を進 め

てい くこ とが求 め られ てい る。

「時 間、継続 性 、変化 」の ス トラ ン ドでは 、人々 の

過去の生 活 にっい て理解 し、 高 く評価 す る こ とと、現

在お よび未来 に対 す る批判 的 な思考 を発 達 させ るこ と

が強調 され てい るlo。「場 所、空 間、環境 」のス トラン

ドの強調 点は 、ローカ ルな、リージ ョナル な(regional)、

そ して グロー バル な場(settings)に お い て見 られ る、

人 々 と自然環境 や人 的環境 との複雑 な相互 関連 や相互

作用 、相 互依 存 につい て理解 す るこ とにあ る11。また、

「社 会 と文化」 の ス トラン ドでは、個 人や 集団 のア イ

デ ンテ ィテ ィの諸相 につい て理解 し、正 当に評価 し、

それ を伝 え る こ とが 強調 され てい る12。そ して最後 の

「社 会 シス テム」 の ス トラン ドでは、政 治 システムや

法 シ ステ ム 、経 済シ ステム の中 にあ る様 々 な場での、

人 々や グルー プ の権 利 と責任 お よび役割 と関係 にっい

て分析 し、理解 す る こ とが強調 され てい るis。なお、

これ ら4つ のス トラ ン ドは互 い に関係 してお り、また 、

同等 の重要 性 を持 ってい るとされ てい る14。

SACSAで は、これ ら4つ の ス トラ ン ドの それ ぞれ に

つい て 「鍵 とな る概 念の ス コー プ(ScopeKeyldeas)」

と 「ス タンダ ー ド」 を提 示 してい る。 これ らは 、子 ど

もの発 達段 階 に応 じて、数 段階 に分 けて記 述 され てい

る。 紙幅 の都 合 上、す べ てのス トラン ドに 関す るスコ

ープ とス タンダ ー ドを示す こ とは難 しいた め
、 ここで

は 「社会 と文化」 の ス トラン ドに焦 点をあ てて、そ の

実際 を見て い く。次ペ ー ジの表3は 、 「社 会 と文化」の

ス トラン ドにお け るス コー プ とス タンダー ドを示 した

もので あ り、表4は 、 「社 会 と文化 」の ス トラン ドに関

す る第12学 年 の スタ ンダー ドを示 した もの であ る。

まず 、 ス コー プに つい て見 て み よ う。 ス コー プは 、

就学 前教 育 か ら第2学 年 ま でを含 むEarlyYearsBand、

第3学 年 か ら第5学 年 まで を含 むPrimaryYearsBand、

第6学 年 か ら第9学 年 まで を含 むMiddleYearsBand、

第10学 年 か ら第12学 年 までを含 むSeniorYearsBand

の4つ の ま とま りご とに示 され て いる。そ して、それ

ぞれ の ま とま りご とに、 「知識 」 「ス キル 」 「価 値観 と

積極 的 な参加 ゴ とい う3っ の視 点か ら、具体 的な内容

が定 め られ てい る(そ れぞれ の ま とま りに示 され てい

る3つ の項 目は 、 これ ら3つ の視 点 と対応す るかた ち

で設 定 され てい る)】5。1つ の学年 ご とに示 す ので は

な く、 一定 の幅 を持たせ て ス コー プ を設 定す ることに

よ り、カ リキュ ラムや授 業づ く りに柔軟性 を持 たせ て

いる と考 え られ る。

次 に 、ス タン ダー ドにっい て見 てみ よ う。 ス タンダ

ー ドは
、第2学 年修 了程度 を示す 「ス タンダ ー ド1」、

第4学 年修 了程 度 を示す 「ス タ ンダー ド2」、第6学 年

修 了程 度 を示す 「スタ ンダー ド3」、第8学 年 修 了程 度

を示 す 「ス タンダー ド4」、第10学 年 修 了程 度 を示 す

「スタ ンダー ド5」、そ して第12学 年 修 了程 度 を示 す

「第12学 年 の ス タンダー ド」の6種 類 か ら成 る。ただ

しこれ らは、各 学年 に合 った スタ ンダー ドに達 してい

るか どうか のみ を調べ るもの ではな い。2年 ごとの ス
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【表3:「 社会 と文 化」の ス トラン ドにお ける スコー プ とス タ ンダー ド】

社会と文化

ス コ ー プ スタンダー ド

・子 どもたちは多様 な価値観や信条、人々の集団 の実

践 に対す る理解 を発 達 させなが ら、個人個人に共有 1、7すべ ての人 々は同 じではないが、共通す る特徴 も持 ってい
A

℃ 叶§{ル

w媚N
N4A繊

タ1
ゐ 寝
お{捧国

岱
星

された特徴や独 特の特徹を探 究 し、見つけ、認識 し、

埣敬 ・尊重するこ とを学ぶ。
・子 どもた ちは 、オー ス トラ リアの先住民やそれ以外
のオー ス トラ リア人 、オース トラ リア以外のア ジア

太平洋地域に住む人 々の伝 統的な物語のパ ター ンや

実践、今 日の生活 を同定 し、探究す る。
・子 どもた ちは、 自分 の文化や信 条、アイデ ンテ ィテ

る とい うことと、様 々な方法で、 ローカルな、そ してよ り広

い コミュニテ ィに貢献 しているということを理解す る。

1.8ロ ーカルなアボ リジニの物語や、 自分たち とは異な る文化

か らの物 語に耳を傾 け、語 り直す とともに、彼 らとオー ス ト

ラ リア人 との関係 を説明す る。

1.9自 身 とは異なる視点か ら見た り、それ らを尊重 した りす る

 ス
～ タ

第 ン
2ダ

学1
年 ド 1

イの肯定的な側面 を見 つけ、尊敬 し、尊重する とと ための能力を示す。

もに、他者の持つそれ らに対す る理解を発 逮させ る。
・児童は、オース トラ リア社会 に住 む人 々の文化 遺産 2、7集 団や コミュニテ ィの実践や習慣 、伝統の多様性 を記述す

A

℃ 計

蕾{峠
口自 巴Ω
w櫨

ri

諸

について、また、文化が家族や集団 、コ ミュニテ ィ

によって伝え られ、維持 され 、発展 され る方 法につ

いて議 論 し、検 証す る.彼 らは、文化的 なアイデ ィ

アや 実践が どの ように してわれ われ全員 に影響 を与

えるの かを説明す る。
・児童 はアボ リジニ と トー レス海峡島蜘民の コミュニ

テ ィを含む集団 か ら学ぶ ことや、それ らの集団 と情

報伝 逮を し、相 互作用をす る際の スキル を蔦 める。

る。

2.8ア ボ リジニや トー レス海峡 島蜘 民の多様性や 彼 らの文化の

多様性、過去 と現在、そ して調和のた めの動きについて記述

す る.

2.9よ り広 いコ ミュニティにお ける文化的 な経験や出来 事に参

加 し、それ を共有する とともに、それ らに埋め込まれてい る

価値観 を分析す る。

^ス
～ タ

第 ン
4ダ

学1
年 ドロ2

L
a識 そ れ に よ って 、 文 化 的 多 様 性 を 尊 重 し、 調 和 3.7個 人や集団 のアイデ ンテ ィティや結 束、オー ス トラ リア国

 

(Reconciliation)の ための活動 に参加す る。
・児童 は、自他 の行 動や時事問題の中に埋 め込 まれ て

い る価値観を見つけ、明確に し、分析す る。

内外の文化的多様性の尊重に寄与する要因について考 える。

3.8田 舎や都市 に住むアボ リジニの人 々や他 のマ イノ リテ ィの ^ス
～ タ

人 々か ら、彼 らの歴 史や今 日の経験 につ いて学ぶ とともに、 第 ン

・児童 ・生徒 は、社会 的結合を維持す るとともに、文 偏見に立 ち向か うための行動を起こす。
6ダ

掌!

化的 多様性 を促進 するために、オー ス トラ リアや他 3.9責 任 と他 者 に対 す る敬 意 を 持 って(responsibleandrespectful) 年 ド

国に あるコ ミュニテ ィが模 索 してい る方法 を批判的 グループデ ィスカ ソシ ョンに参加す るとともに、チー ムで、
口3

A に分析す る。 これ らの洞察を用いなが ら、望 ま しい コ ミュニテ ィの文脈 で人権 を高め るための社会的行 動 を計

未来に向けた戦略を考案 し、発 逮 させ る。 画 し{協 議する。悶 塒
A{卜
...

・児童 ・生徒は 、オー ス トラ リアに住むアボ リジニや 4.7オ ー ス トラ リアの多文化社会におけ る不調和や紛争 の原 因

塁 猷
rl
d計

毛{捧

薮譲
星

トー レス海峡島蜘 民、その他の集団の人 々の遺産に

対す る認識 と鑑賞力 を高めるよ うな研 究のスキルや

社会 的 スキル を発 達 させる。そ して、偏見を見つけ、

立ち向か うための能 力を発逮 させ るとともに、調和

に貢献する。
・児童 ・生徒は、個 人やグル ープの民主的 な権利や人

権 を高 めるとともに、偏 見や 人種差別 主義、バ ラス

についてmし 、分析 するとともに、議論(dispute)の 平和

的な解決に向けた戦略 を提案す る。

4、8田 舎や都市に住むアボ リジニの集団の歴史や文化、今 日の

経験 を比較 しなが ら、彼 らの文化的実践(culturalpractices)

を批判 的に理解す るとともに、調和に向けた行動を起 こす。

4.9集 団や文化、国同士や国を超えて、人 々や輿団の人権 との

関係 か ら倫理的な振 る舞 いを高 めるために、他者 とともに研
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年 ド星4

メ ン ト、 あるいは抑圧 に対抗す るために、状況を分
究 し、 関 与 す る(engage)。

析 し、責任ある行動 をとる。
5.7研 究 を通 して批判的に検証 す るとともに、特定の、社 会的 ・

政治的 ・経 済的な信条や概念、政策 、実践 に関す る個 人的な

軒
b{ル

自N
口自 一
Nbr滅

・生徒 は、社会や文化が どのよ うに して、また、なぜ 、

時 を経 るにつれ て発 展 し、変化す るのかを調 査する。

そ して、 これ らの変化 が個 人や 集団のアイデ ンテ ィ

テ ィに与える影響 を探究す る。
・生徒は 、他の社会の 文化 と同様 に 自分 たちの社会の

文 化に影響を与 えて いる諸 閤題 について研 究 し、批

判 的に分析する。生徒 は、講演者 の話 を聞いた り、

視点を正当化する。

5.8今 日、 ローカルな、あるいは他の土地に住むアボ リジニの

人々にとって重要 なセル フ ・マネジメン トや土地の保全 を含

めて、複雑 な社会的 ・文化 的 ・環境上 の諸 問題や戦略 を見つ

け、分析す る。

5.9社 会構造 としての偏見に関する批判的な理解について分析
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餌 イン タビューや社会調査 を計画 して実施 した り、社

会 の中にあ る特定の集団や機関 のメンバ ーを巻き込

し、示す とともに、個人的な知識や 態度 、行動 を通 して差別

に対抗す るために行動 を起 こす。
・° 掛

Oo
の 一

墜

んで、他の探究方法 を用 いた りしなが ら、これ を行

う。
・生徒は

、広範な文化 的 ・仕会的 実践やf3条 、価値観
についての理解 を伝 え合 った り、それ に則って行動

した りす るとともに、差別や ステ レオタイプ化に立

ち向か うための戦略 を発逮 させ る。

表4を 参照

ス 第

鋳
ダ 学
[年
ド の

〔表 は 、SouthAustralia(DepartmentofEducation,TrainingandEmployment)に よ る 、SociztyAndEnvironmentに 関 す る リ ー フ レ ッ ト

Scope.・KeyldeasOvervi'ewお よ びStandards:OutcomesOソerviewを も と に 策 者 が 作 成)
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【表4「 社 会 と文化 」のス トラン ドに 関す る第
12学 年の ス タン ダー ド】

社 会 と環 境 に 関す る第12学 年 の ス タ ン ダー ドは 、外 部 の

カ リキュ ラ ム か らの ス タ ン ダー ドと と もに 示 され て い る エ

ソセ ン シ ヤル ・ラー ニン グ の能 力 か ら構 成 され て い る。

外 部 の カ リキ ュ ラ ム は 、 オー ス トラ リア資 格 フ レー ム ワ

_ク あ るい はそ れ に相 当す る もの(AustralianQualifications

Frameworkorequivalent)の 下 に その 権 威 を認 め られ て い る

こ とに よっ て 、 第12学 年 段 階 の質 を保 証 され て い る。

エ ッセ ン シ ャル ・ラー ニ ン グ とは 、

・未 来(Futures)

・アイ デ ンテ ィテ ィ(ldentity)

・相 互 依 存(Interdependence)

・思 考(Thinking>

・情 報 伝 達(Communication)

で あ る。

外 部 の カ リキ ュ ラ ムは 、 以 下の もの に よ っ て 定 義 され て

い る。

●該 当す るSACEの カ リキ ュ ラ ム ・ステ イ トメ ン ト(SACE

CurriculumStatements)
・ア ボ リジナ ル ・ス タデ ィー ズ

・会 計学(Accounting)

・会 計研 究(AccountingStudies)

・農 業 と園 芸 の科 学(Agicultura且andHorticulture且Science)

・農 業 と園 芸

・古 代 史

・オー ス トラ リ アの歴 史

・オー ス トラ リア の 法制 度

・ビジネ ス 研 究

・古 典 文 学研 究(ClassicalStudies)

・経 済 学

・地 理

・地 理 研 究(GeographyStudies)

・歴 史 研 究(HistoricalStudies)

・法 研 究

・海 事研 究(MazitimeStudies)

・メデ ィア 製 作 と分析

・中 世 史

・近 代 史

・天然 資源 とそ の管 理

・政 治 学

・オ ー ス トラ リア にお け る宗 教

・小 企 業(SmallBusinessEnterprise)

・社 会 科(SocialStudies)

・宗 教 の学 習(StudiesofReligion)

・ツ ー リズ ム

・女性 学(Women'sStudies)

●VET(VocationalEducationandTraining)国 家 トレー一ニ ン

グ'パ ッケー ジ(VETNationalTrainingPackages)

● オー ス トラ リア 資 格 フ レー ム ワ ー ク あ るい は そ れ に 相 当

す る も の の 下 に 、適 切 な権 威 に よ っ て資 格 を 与 える こ とが

認 め られ てい る、第12学 年 レベ ル に 相 当 す る他 の カ リキ ュ

ラム

(表 は 、SouthAustralia(DepartmentofEducation,Trainingand

Employment)に よ る 、SocietyAndEnvironmentに 関 す る リー

フ レ ッ トStandards:OutcomesOverviewを も と に 筆 者 が 作

成)

タン ダー ドを設定す るこ とによ って児童 ・生徒 の学 習

の到 達状 況 を細 か く把 握 す る とともに、 その結果 を学

習 の改善 に役 立 てる こ とも意図 してい るの で ある。

4SACSAの 持 つ意 義 と課題

以 止を踏 まえて、最 後 に、SACSAの 構 想 がオー ス ト

ラ リアの学 校教 育に とって どの よ うな意義 を持ってい

るの か、 また、今 後乗 り越 えて ゆ くべ き課題 とは何 な

のか につい ての考 察 に移 りたい。

意義 と しては 、以 下の2点 を指 摘す るこ とができ る。

1点 目は、 カ リキュ ラム全体 を通 して児童 ・生徒 に身

にっけ させ たいカ を明 示す る とと もに、 スタ ンダー ド

を示 す こ とに よって、児 童 ・生徒 の学習状 況 を丁寧 に

把握 し、そ の改善や さ らな る向上 に向 けて必要 とな る

取 り組み を考 え る機 会 を保障 す る ことが め ざされ てい

る とい うこ とで ある。 い くら具体 的な 目標 が示 され た

と して も、そ の 目標 を達成 してい るか ど うか を評価す

るこ とが で きなけれ ば、 その 向上や 改善 を行 うことは

できない。 したが って、 目標 設 定 と評価 計画 の構想 の

双方 を行 っ てい る点 に、SACSAの 意義 を見 出せ る。

2点 目は 、内 容に関 す る もの で ある。1996年 か ら続

く現行 の連 邦政府 を率 い るハ ワー ド(Howard,」.)政 権

の政策 は、 多文化 主義 の深化 ・発 展や アジア 太平洋 国

家の 一員 と して の国づ く りを進 めてい た労働 党政権 の

政策 を否定 し、 白豪主 義へ の憧憬 さえ感 じさせ る と評

され てい る且6。す なわ ち、多文 化 への寛 容や 協調な ど

が否定 され かねな い政策 が進 め られてい るの である。

しか しなが ら、SACSAに おい ては ここ まで見て きた よ

うに、 多様 性 の尊重 や調 和 に向 けた取 り組 み、先住 民

族 の人 々の持 つ歴 史や文 化の尊 重 な どが重 要 なもの と

して位 置 づけ られ てい る。 また、社 会の批判 的な検 討

を通 して 、望 ま しい未 来 の創 造 に向 けた取 り組 みを行

うこ とも重 視 され て い る。 これ らの特徴 は、 オー ス ト

ラ リア にお い て これ まで に築 き 上げ られ て きた、多 文

化社 会 にお け る教育 の取 り組み の蓄積 を継承 す るもの

である と考 え られ る。 このよ うに、連邦 政府 の政策の

影響 を受 けな が らも、 オ ー ス トラ リアの教育 実践が こ

れ までに蓄積 して きた 多文化 の尊 重や共 生 とい う側 面

を堅持 して い る点に も、SACSAの 意義 を指 摘 でき よ う。

一一方
、課題 と して は以 下の2点 を指摘 す るこ とがで

き る。1点 目は評価 方法 につ い てであ る。SACSAで は
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評 価基 準が スタ ンダー ドとい うか たち で示 され てい る

もの の、 どのよ うな評 価 方法 を とるのか にっい ては言

及 され ていな い。SACSAで 身 につ けさせ よ うと してい

る力量 は、ペ ーパー テ ス トな どに よって測 る こ とが難

しい、い わゆ る 「高次の 学力」と呼 ばれ る もの で ある。

したが って、各 学校 にお いて評価 方法 を工夫 す る とと

もに、SACSAに おいて も、有効 な評価方 法の例 示 な ど

を行 う必要 が あるだ ろ う。

2点 目は 、 スタ ンダ ー ドの明確化 とそ の達成 への 強

い要求 が教育 活動 を制限 す る ことにっな が る危 険性 に

っ い てであ る。 す なわ ち、 スタ ンダー ドが明確 化 され

る と ともに、 ス タンダー ドの 達成 に よって教育成果 が

評価 され る こ とに よ り、 教育活 動 の 目的 が示 され た ス

タンダー ドの達成 に倭 小化 され て しまい、 学校教 育の

多様性 が損 な われて しま うこ とにつ なが る危 険性 が あ

る。 した がっ て、SACSAの 持 つ拘 束力 に配慮 しつ つ、

教 育活 動 の多様性 をい か に して尊 重 してい くの かを十

分 に検 討す る必要 が あ るだろ う。

れ て きた これ ま での教 育活動 に対 して どの よ うな意 味

を持 つ のか にっい ての検 討 も合わせ て行 う必 要が ある

と考 え られ る。 以 上 を今 後 の課 題 と した い。

注

5.お わ りに

ここまで、 南オ ース トラ リア州 におい て作成 され た

SACSAの 基本 的 な構 想 を、主 に 「社 会 と環境 」の学習

領 域 に焦点 をあて て検 討 してきた。 最後 に、オ ース ト

ラ リアの学校 教育 を取 り巻 く動 きがSACSAに 対 して

及 ぼ しうる影響 に 目を向 け るこ とに よっ て今 後 の研究

課題 を明 らか に し、本 稿 の結 び と したい。

オー ス トラ リア連邦 政府 は、 リテ ラシーや ニ ュー メ

ラシー といっ た基礎学 力 の向上 をめ ざした取 り組 みの

み な らず 、シテ ィズ ンシ ップ教育 や価 値教育 を全 国的

に推 進 してい る。 これ らはオー ス トラ リア を支 える市

民 の育成 をめ ざ した もの であ るが、 子 どもたち に画一

的 な価値観 を押 しつ けて しま うとい う危 険性 を抱 えて

い る。 これ は、 多様性 の尊 重や社 会の批判 的 な検討 を

行 うとい った、SACSAに お け るエ ッセ ンシャル ・ラー

ニ ングや 「社 会 と環境」 の 学習領域 におけ る強 調点 を

軽 視 す るこ とにっなが りか ねない動 きであ る。

こ うした状 況 に鑑 み る と、今後 は ます ます 、教育 を

め ぐる動向 と、 それ がSACSAに 及 ぼ しうる影響 を注

意 深 く見てい く必要 が あ るだろ う。 それ と同時 に、今

日の オース トラ リアにお い て進 め られ てい る教 育改革

が 、 白豪主義 か ら多文化 主義 への転 換 のも とに進 め ら

1SouthAustralia(DepartmentofEducation
,Trainingand

Employment),SoulhAustralianCurriculum,StandmrJs
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Australia,2001.
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16こ う し た 指 摘 は
、 た と え ば 、 関 根 政 美 「ア ジ ア ・太
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